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道
を
歩
き
、
檀
信
徒
ら

３
０
０
人
余
り
が
集
ま
る

同
寺
に
到
着
。
山
門
で
覚

悟
を
示
す
山
門
偈
を
行

い
、
本
堂
に
入
堂
し
た
。

　

関
係
諸
寺
の
約
１
３
０

人
の
僧
侶
が
読
経
す
る

中
、
住
職
辞
令
が
建
長
寺

の
吉
田
正
道
管
長
か
ら
康

文
さ
ん
に
授
与
さ
れ
た
。

式
で
は
清
水
寺
の
森
清
範

貫
主
の
法
話
が
門
出
に
花

を
添
え
た
。

　

康
文
さ
ん
は
「
福
正
寺

を
護
り
、
檀
信
徒
や
先
祖

福
正
寺
で
25
年
ぶ
り
晋
山
式

29
世
住
職
に
康
文
（
松
風
）
さ
ん

　

檀
家
の
江
川
伸
一
さ
ん

宅
に
設
け
ら
れ
た
安
下
所

を
出
て
、
康
文
さ
ん
は
稚

児
の
先
導
で
住
民
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
１
㌔
近
い

関係諸寺の僧侶に囲まれ、住職としての覚悟を固めた康文さん（前列左から 8人目）

300 余人が門出を祝う

今年の漢字で知られる森清範貫主の法話 住職辞令を受ける康文さん（右）

　瑞穂町殿ヶ谷の臨済宗建長寺派の古刹、金龍山福正寺で 10

月 26 日、新住職就任の儀式「晋山式」が営まれた。新住職は

鈴木康文（松風）さん（45）。25 年余りお寺を背負ってきた前

住職の父、文雄（松龍）さん（74）に代わり、29 世住職に就いた。

が
安
ら
か
で
い
ら
れ
る
場

所
を
つ
く
る
こ
と
が
恩
返

し
に
な
る
」
と
決
意
を
表

明
し
た
。

　

康
文
さ
ん
は
あ
き
る
野

市
の
東
海
大
菅
生
高
校
13

期
生
。
母
方
の
旧
秋
川
市

長
の
近
藤
秀
雄
氏
は
祖
父

に
あ
た
る
。
亜
細
亜
大
法

学
部
、
城
西
国
際
大
人
文

学
部
修
士
を
卒
業
。
建
長

寺
で
修
行
し
、
２
０
０
６

瑞穂町

年
か
ら
福
正
寺
副
住
職
を

務
め
、
前
住
職
を
支
え
て

き
た
。

　

前
日
に
は
文
雄
さ
ん
の

退
山
式
が
滞
り
な
く
行
わ

れ
た
。

　

福
正
寺
は
寺
伝
に
よ
る

と
普
照
大
光
国
師
を
勧
請

し
、１
３
１
８
（
文
禄
二
）

年
に
開
山
し
た
。
近
隣
に

多
く
の
末
寺
を
擁
し
、
江

戸
時
代
に
は
寺
領
10
石
の

御
朱
印
状
を
拝
領
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
開
山

７
０
０
年
大
遠
諱
法
要
を

執
り
行
い
、
総
門
、
本
堂

な
ど
を
修
復
す
る
平
成
の

大
修
復
を
済
ま
せ
た
。

　

狭
山
三
十
三
観
音
霊
場

25
番
札
所
で
、
観
音
堂
は

同
町
指
定
有
形
文
化
財
、

た
ら
よ
う
の
木
は
同
町
指

定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て

い
る
。

　

青
梅
税
務
署
が
主
催
し

た
「
税
を
考
え
る
週
間
」

記
念
講
演
会
が
11
月
18

日
、都
青
梅
合
同
庁
舎（
青

梅
市
河
辺
町
）
で
開
催
さ

れ
た
。
日
本
航
空
学
園
理

事
長
の
梅
澤
重
雄
さ
ん
が

能
登
地
震
で
被
災
し
青
梅

に
移
転
し
た
学
校
の
様
子

な
ど
を
語
っ
た
。

　

同
学
園
は
梅
澤
さ
ん
の

祖
父
が
創
設
し
、
建
学
92

年
を
迎
え
る
。
戦
後
は
航

空
時
代
の
未
来
を
見
据

え
、
１
９
６
０
年
に
航
空

工
業
高
等
学
校
と
し
て
再

開
。
64
年
に
日
本
航
空
高

等
学
校
に
改
名
し
た
。

　

同
学
園
は
現
在
、高
校
、

大
学
を
石
川
（
多
く
が
青

梅
に
移
転
中
）
と
北
海
道

に
、
高
校
、
中
学
を
山
梨

に
展
開
。
通
信
制
課
程
も

整
え
て
い
る
。
梅
澤
さ
ん

は
１
９
９
２
年
に
理
事
長

に
な
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
学
園
の
沿

革
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様

子
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
で
紹
介
。「
長
所
伸

展
」「
共
感
共
創
」
な
ど

を
方
針
に
教
育
に
当
た
っ

て
い
る
と
し
、
卒
業
生
は

多
く
が
航
空
関
係
従
事
者

と
な
り
、
Ｃ
Ａ
合
格
率
は

日
本
一
だ
と
し
た
。

　

能
登
地
震
で
は
発
生
翌

朝
に
支
援
物
資
を
積
ん
で

半
日
か
け
て
石
川
に
到

着
。
寮
生
た
ち
が
正
月
で

帰
宅
し
て
い
る
の
を
確
認

し
た
後
、
備
蓄
倉
庫
に
あ

っ
た
９
０
０
０
食
分
の
食

料
と
水
を
被
災
者
に
配

り
、
学
校
を
復
旧
の
前
線

基
地
に
提
供
し
た
と
い

う
。

　

授
業
の
場
を
確
保
す
る

た
め
の
移
転
で
は
多
く
の

人
脈
を
生
か
し
交
渉
に
当

「
税
を
考
え
る
週
間
」

記
念
講
演
会
で

地
震
か
ら
青
梅
市
移
転
な
ど
語
る

た
り
、
小
池
都
知
事
ら
の

計
ら
い
で
青
梅
に
決
定
し

た
。
青
梅
市
関
係
者
や
教

職
員
ら
の
努
力
で
、
仮
設

住
宅
付
き
の
避
難
キ
ャ
ン

パ
ス
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

な
ど
に
感
謝
し
た
。ま
た
、

被
災
に
遭
い
な
が
ら
高
校

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
レ
ベ
ル

の
活
躍
を
見
せ
て
い
る
生

徒
た
ち
を
称
え
た
。
今
後

も
、
生
徒
や
学
生
が
楽
し

く
成
長
で
き
る
教
育
現
場

を
目
指
し
た
い
と
前
向
き

に
語
っ
た
。

　

梅
澤
さ
ん
の
講
演
に
先

立
ち
、
内
田
昭
彦
青
梅
税

務
署
長
が
「
税
務
調
査
の

将
来
」
に
つ
い
て
語
り
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

で
税
務
調
査
の
方
法
は
大

き
く
変
わ
る
と
し
、
適
正

な
申
告
の
確
保
と
不
適
正

な
申
告
の
是
正
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
と
し
た
。

梅
澤
日
本
航
空
学
園
理
事
長能登地震で被災し青梅に移転した学校の

様子などを語る梅澤理事長
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